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○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活
用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。
４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけ
た。
３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が実施した

３：８０％以上の教員が実施した

２：７０％以上の教員が実施した

１：７０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的
に対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。
２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかっ
た。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、
組織的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：９０％以上の教員で行った。

２：８０％以上の教員で行った。

１：８０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：月１回以上行った。

３：学期に２～３回程度行った。

２：学期に１回程度行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：７０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

令和４年度　大田区立赤松小学校　自己評価　報告書

・児童数（全３５３名、12学級）、教員数（校長１名、副校長１名、主幹教諭２名、主任教諭６名、教諭７名、主任養護教諭１名、非常勤養護教諭１名、講師５名ほか）
・学校支援地域本部「スクールサポートあかまつ」を中心に、感染症対策をとりながら地域力を活かした特色ある教育活動（洗足池を中心とした地域学習、異学年の交流を重視した「なかよし班」活動、金管バンドの演奏等）を推進している。
・校内研究において長年にわたりESD（持続発展可能な社会のための教育）に取り組み、平成25年にユネスコスクールの認定を受け、平成29年度にはそれまでの成果に対し、ESD大賞が授与された。現在もESDのより一層の充実に努めている。
・長年取り組んできた低学年を中心としたモルモットの飼育、委員会活動を中心としたウサギの飼育を現在も引き続き推進している。
・令和２年度より校舎改築工事に着手。千束特別出張所、高齢者利用施設等を含む複合施設となる。令和９年３月竣工予定。令和５年度まで洗足池グラウンドを借りて体育の授業を実施する。

大項目 目標 取組内容 取組指標
取組
評価

目標に対する成果指標
成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

学校関係者記入欄

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニ
ケーション
能力、情報
活用能力、
ともに生き
る力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに
対応する子
どもの力と
自信を身に
付けます。

外国語教育指導員を効果的に活用し、
外国の方々とのコミュニケーション能
力の育成等を図っている。

4

４：「正しい言葉遣いで、
自分の気持ちを伝えよう
としている」と児童アン
ケートで回答した子ども
の割合が９0％以上
91%

３：「正しい言葉遣いで、
自分の気持ちを伝えよう
としている」と児童アン
ケートで回答した子ども
の割合が８0％以上

２：「正しい言葉遣いで、
自分の気持ちを伝えよう
としている」と児童アン
ケートで回答した子ども
の割合が７0％以上

１：「正しい言葉遣いで、
自分の気持ちを伝えよう
としている」と児童アン
ケートで回答した子ども
の割合が７0％未満

【児童３１３名回答】

４：

4

●クイズ，チャンツ、ゲームを通じて外国語教育指
導員とコミュニケーションをとりながら楽しく授業を
すすめることができた。外国語の授業時数が少な
い低学年も、休み時間等に外国語教育指導員と交
流する機会をさらに増やしていく。
●5学年「ものづくり」を意識したMESHを使ったプロ
グラミング授業を行い、児童の創意工夫を引き出
すことができた。次年度は「ものづくり」について校
内研究を行い、全教員が意識をして取り組めるよう
にしていく。
●ICTサポーターの支援の下、ICT機器の利活用
は高まっている。調べ学習だけでなく、特にスクー
ルタクト、ムーブノートなど授業支援アプリを活用し
た授業が多く見られた。これからもある機能をさら
に利活用して学習活動を行う。
●全学年で「いじめ」に関する授業を実施した。ま
た、5年で人権標語、6年で人権ポスター作成に取
り組み、人権についての理解を深めた。年度初め
に人権教育全体計画を確認する時間を設け、全教
職員で取り組むことを再確認する。
●東京都コオーディネーショントレーニング拠点校
の指定を受け、同トレーニングを取り入れ体力向
上に努めた。11月の体力テストでは6月実施結果
に比べて体力向上が見られた。改築工事で運動す
る場所が制限される中、さらに創意工夫して体力
向上に努めていく。
●全教科においてペア学習、グループ学習を取り
入れた授業を行い、コミュニケーション能力が高
まった。相手の考えに共感しながら自分の考えをも
つことができるようになっている。

Ａ 8

・「おおたのものづくり」を生かした体験授業等の取り組み
評価が低い結果となりました。洗足地区には数少ないので
すが、大田区の特徴であるものづくり体験は貴重です。積
極的な取り組みを期待します。
・外国語教育、プログラミング教育、体力づくり、コミュニ
ケーション等はこれからの子どもたちには必修だと思いま
す。
・成果指標がこのプランに整合しているか、検討が必要だ
と思います。取り組みはいずれも素晴らしいと思います。
・MESHや授業支援アプリ、コオーディネーショントレーニン
グ等、新しい試みを積極的に取り入れていることが評価で
きる。
・オンラインで授業に参加した場合に双方向でコミュニケー
ションが取れるよう全教職員で工夫している点などの共有
を行い、学校に出席した時と近い状態で授業が受けられる
とさらによいと思う。

論理的、科学的な思考力の育成を目指
し、「おおたのものづくり」を生かし
た体験活動や理数授業等を実施する。

2
３：

Ｂ 2学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指
し、ＩＣＴ機器を活用した授業を実施
する。

3

他者の人権を尊重する人権教育の推進
を目指し、人権教育資料等を活用した
授業を実施する。

3

２：

Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全
体計画を作成し、計画に基づいた体育
指導や「一校一取組」運動や「一学級
一実践」運動を実践する。

4
１：

Ｄ 0
コミュニケーション能力を高めるため
に、教育活動の工夫し、実践する。

4

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

児童・生徒
一人ひとり
の学ぶ意欲
を高め、確
かな学力を
定着させま
す。

学習カルテを基に児童・生徒と面談
し、一人ひとりの学習のつまずきや学
習方法について、指導する。

4

４：「友達との学び合いを
とおして、よく考えること
ができた」とアンケートで
回答した子どもの割合
が90％以上

３：「友達との学び合いを
とおして、よく考えること
ができた」とアンケートで
回答した子どもの割合
が80％以上　　　85.6%

２：「友達との学び合いを
とおして、よく考えること
ができた」とアンケートで
回答した子どもの割合
が70％以上

１：「友達との学び合いを
とおして、よく考えること
ができた」とアンケートで
回答した子どもの割合
が70％未満
【児童３１３名回答】

算数・数学到達度をステップ学習
チェックシートで児童・生徒、保護者
に知らせる。

4

学習補助員等による算数・数学・英語
の補習を実施する。

4

４：

3

●夏季休業中に一人一人の学習について
学習カルテをもとにして面談を行った。学習
方法等について個別に話し合うことができ
た。

●児童もタブレット操作に慣れ、スムーズに
ステップ学習タブレットドリルを行うことができ
た。

●学習補助員を効果的に活用し、特に補習
教室を通して下位層児童を底上げすること
ができた。

●授業改善プランは作成後校内研修会を開
き、全教員に周知を図り、授業実践ができて
いる。

●ESDの充実を校内研究のテーマとし、研究
授業を行った。また、日々の授業においても
ESDを意識して学習をすすめていた。児童会
活動でも意識した取り組みが行われた。ま
た、学年だよりにESDコーナーを設け、保護
者にも周知した。

Ａ 8

・タブレットの授業では、学習以外の使用について指導が
必要だと思いました。（特にチャット機能）
・どの成果ももう少し多面的に見た方がよいと思います。

３：

Ｂ 2

２：

Ｃ 0
授業改善推進プランを、授業に生か
す。

3

１：

Ｄ 0
ESDの価値観、育むべき能力・態度を
日々の授業に価値づけし、思考力を高
める授業の工夫をする。

3

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

子ども一人
ひとりの正
義感や自己
肯定感、自
己有用感な
どを高める
とともに、
自他の生命
を尊重する
心を育成す
るなど、未
来への希望
に満ちた豊
かな心をは
ぐくみま
す。

小中一貫による教育の視点に立った生
活指導の充実により、社会のルールや
学校のきまりなどを守ろうとする意識
を高める。

3

４：「人の役に立ちたいと
思う」とアンケートで回答
した子どもの割合が9
０％以上
　　94.9%

３：「人の役に立ちたいと
思う」とアンケートで回答
した子どもの割合が
80％以上

２：「人の役に立ちたいと
思う」とアンケートで回答
した子どもの割合が
70％以上

１：「人の役に立ちたいと
思う」とアンケートで回答
した子どもの割合が
70％未満

【児童３１３名回答】

４：

学校生活調査（メンタルヘルスチェッ
ク）の結果よりストレス症状のみられ
る児童・生徒に対して組織的に対応す
る。

4

学校いじめ防止基本方針に沿って、い
じめの未然防止、早期発見等のための
取組を実施する。

4

4

●大森六中、清水窪小、小池小の４校で取り
組んでいる生活スタンダードの指導が各校で
定着してきており、各教員が意識的に指導して
いる

●区研修の伝達講習会を行った。学期に１回、
計画的に実施していく。道徳授業地区公開講
座では慶応義塾大学の前野マドカ先生を講師
にお招きし、ウェルビーイングについて講演を
いただいた。保護者はタブレットによるリモート
参加であったが、約２００家庭が参加するなど
関心が高く好評であった。
●学校生活調査結果は専科との情報交換も行
い、指導や対応に繋げている。

●「いじめ見逃しゼロ」を心がけ、学期１回のア
ンケート調査、年2回のHyper-Qu、スクールカ
ウンセラーとの面談等を行い、教育委員会と連
携して取り組んできた。「いじりや冷やかしが、
いじめに発展すること」「お互い様ではすまされ
ないこと」等、折に触れて児童や保護者に伝え
てきた

●毎週の児童理解夕会や毎月の特別支援校
内委員会、必要な事案に対し適時行うケース
会議により、児童の諸問題について組織的に
対応している。必要に応じて、スクールカウン
セラーや、スクールソーシャルワーカー・児童
相談所・子ども家庭支援センターなど外部の組
織とも連携を密にして対応している。

●学校行事や縦割り班活動、、WAKUWAKU
チャンネル、キミ☆スタ集会などを通して、児童
一人一人の良さが伸びるような働きかけをし
た。また日々の授業においても機会を捉えて
ほめ励ますようにしてきた。効果は上がってき
ている。

Ａ 9

・道徳教育の重要性はいうまでもありませんが、研修や授
業の取り組みは繰り返しが大事です。様々な角度からの
働きかけを期待しています。
・友達、仲間づくりには挨拶が基本だと思います。通年の
指導をお願いします。
・朝の声掛け、見守りの方、ボランティアの方に感謝です。
・系統的に社会貢献の意識が高められていることは素晴
らしいと思います。
・外部講師や縦割り班活動など多様な学びが活きていると
思います。
・前野マドカ先生の講演はとても良かったので継続しても
らえたらと思う。

道徳教育推進教師を講師とした研修
や、国、都及び区の資料を活用した授
業等を行う等道徳指導充実のための取
組を行う。

2
３：

Ｂ 1

２：

Ｃ 0

問題行動・不登校問題等にかかわる児
童・生徒に関するケース会議等を実施
する。

4
１：

Ｄ 0
児童一人一人のよさを伸ばし、だれも
が活躍できるよう教育活動をすすめ
る。

4

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

スポーツに
親しむ心の
育成や、運
動習慣の定
着による体
力の向上な
ど、生涯に
わたって健
康増進を図
る意識の向
上をめざし
ます。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取
組等を通して、児童・生徒や保護者に
対し、望ましい生活習慣についての意
識啓発を行う。

3

４：コオーディネーショント
レーニングを行って体を動
かすことが楽しっかったと
回答した児童の割合が
90％以上

３：コオーディネーショント
レーニングを行って体を動
かすことが楽しっかったと
回答した児童の割合が
80％以上
　　　　　　　　　　87.2%
２：コオーディネーショント
レーニングを行って体を動
かすことが楽しっかったと
回答した児童の割合が
70％以上

１：コオーディネーショント
レーニングを行って体を動
かすことが楽しっかったと
回答した児童の割合が
70％未満

４：

体育的行事、部活動、休み時間など
様々な機会を通して運動習慣の確立を
推進する。

4

２：

4

・スポーツや健康増進の取り組みは将来のためにも必要
不可欠です。校庭が使えない中でも様々な取り組みを期
待しています。
・「箸使い」の指導にはこれからも期待しています。
・改築工事により制約がある中で工夫して体力向上に取り
組まれていることに敬意を表します。
・コオーディネーショントレーニングを取り入れ、体幹を鍛え
ることは大人になっても役立つ知識なので継続して取り組
んでもらいたい。

給食指導及び教科等における指導を通
して、食生活の充実・改善をねらいと
した「食育」を推進する。

4

３：

B 3

Ｃ 0

コオーディネーショントレーニングを
体育の授業や学級活動に取り入れ、実
践する。

１：

Ｄ 0

3

●キャラクターが登場するチェックシートがあ
ることで児童が自発的に早寝等に取り組む
ことができた。保護者も食事の時間や就寝
準備の工夫で協力したという感想・意見が多
く見られた。
●「箸づかいウィーク」「全国学校給食週間」
等を設定し児童の給食への興味・関心を高
めることができた。また、献立に「外国の料
理」「日本の伝統食」を多く取り入れ、家庭で
も食育について考える機会を作ることができ
た。
●校舎改築中で校庭で運動ができないが、
屋上や体育館、「松グラ」（第二校庭）の割り
当てを充実させ、運動習慣の定着を図ること
ができた。しかし、運動量はやはりまだ少なく
怪我が多くみられた。
●コオーディネーショントレーニングを単元を
通して取り入れたことで、一定の体力の向上
が見られた。来年度も指導計画に取り入れ
てさらなる効果が出るようにする。
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プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

児童・生徒
が安全・安
心に学校生
活を送るた
めに、教員
の指導力向
上と良質な
教育環境を
つくりま
す。

授業公開日の授業評価を、その後の授
業改善に生かす。

3

４：保護者による授業評
価において、肯定的な評
価が95％以上　　　96%

３：保護者による授業評
価において、肯定的な評
価が90％以上

２：保護者による授業評
価において、肯定的な評
価が85％以上

１：保護者による授業評
価において、肯定的な評
価が85％未満

【保護者１７７名回答】

４：

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

4
２：

校内委員会等を確実に実施し、学校に
おける特別支援教育を推進する。

・学力向上委員会がさらに機能するような取り組みをお願
いします。
・専門教師によるOJTに期待しています。
・研修と修養の賜物ですね。
・指導に対するインプットを定期的に行い、それを授業に
生かしていることが理解できた。
・教員の仕事は多岐にわたり個別対応などを含めると負
担が多くなりがちであるため、教員の精神的なケアも定期
的に取り組めるとよいと思う。

授業改善セミナー等の研修成果を生か
し、主任教諭が助言・支援を行う校内
研修等を実施しOJTを充実させる。

3
３：

Ｂ 1

Ｃ 0

4

１：

Ｄ 0
ＯＪＴを組織化し、各教科等の専門性
の高い教員からの伝達講習や研究授業
前の模擬授業などの研修を日常的・計
画的に行う。

3

4

●授業に対しては一定の評価を得ていると
思われる。学力向上委員会を機能させ、各
学年の課題を把握し、さらなる授業改善に努
める。
●日頃のOJTは学年で行われていることが
多いが、来年度は全主任教諭が年間1講座
の校内OJTを受け持つように年間計画を作
成し、より組織的に実施していく。

●教員の約80%が年間４回以上研究会、研
究発表会に参加し、研鑽を積んでいる。研究
会等から得たことを日頃の授業に生かして
いる教員が多い。

●特別支援教育コーディネーターを中心に
月1回の校内委員会を確実に実施し、困って
いる児童への理解、支援方法について協議
することができた。

●主幹教諭、主任教諭が中心となってICT機
器の研修会を年3回実施した。また、情報主
任が中心となったタブレット研修を6回実施し
た。このことにより、昨年度に比べてICT機器
を利活用した授業の割合が大幅に増加し
た。
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プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

なっ

て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家
庭・地域が
担う役割な
どを明確に
し、地域に
開かれた教
育の実現を
目指しま
す。また、
相互の連携
を深め、子
どもを育て
る仕組みを
作ります。

教育目標・学校経営方針・学校評価等
の基本情報、児童・生徒の活動情報等
をホームページ等で公開及び更新する
ことにより、積極的に情報を発信す
る。

4

４：保護者によるアン
ケートにおいて、「学校
は地域の力を活かして
いる」という設問に肯定
的な評価が9０％以上

３：保護者によるアン
ケートにおいて、「学校
は地域の力を活かして
いる」という設問に肯定
的な評価が８0％以上
87.5%

２：保護者によるアン
ケートにおいて、「学校
は地域の力を活かして
いる」という設問に肯定
的な評価が７０％以上

１：保護者によるアン
ケートにおいて、「学校
は地域の力を活かして
いる」という設問に肯定
的な評価が７０％未満
【保護者１７７名回答】

４：

学校支援地域本部と連携するなどし
て、地域力を生かした特色ある教育活
動を実践する。

4
２：

これまで、赤松小で実施してきた地域
の特色を生かした授業を実施するとと
もに、新しい地域教材を開発し、地域
との連携を図る

・展覧会を見学させていただき、子どもたちの想像力のた
くましさ、それを形にできるという力を見せてもらいました。
このまま成長してくれることを願っています。ご指導なさる
先生方に感謝いたします。
・地域の高齢者の知恵を生かすなど様々な交流が図られ
るとよいと思います。
・制限なしの伝統行事（もちつき大会、金管バンド発表会、
大運動会など）の復活を願っています。
・コロナ禍の中、難しい面があったことと思います。
・ツボミスクールの授業はとても良かった。子供向けの授
業も実施すると思春期の身体の変化、ホルモンバランス
の変化が与える心への影響などを子どもたち自身が理解
することができ、精神的に安定すると思う。助産師による
思春期講座もあるので実施できたらよいと思う。

地域教育連絡協議会において、児童・
生徒の変容等の具体的な資料を作成し
て、評価に必要な学校の情報を適切に
提供し、適正な評価を受けるよう努め
る。

3
３：

B 2

Ｃ 0

3

１：

Ｄ 0

3

●各学年月に１回以上更新することができ
た。ホームページ担当者の年間計画を作成
するなど組織的に取り組めるようにし、さらな
る充実を図る。

●「コロナ」の関係で学校の様子を公開する
機会が少なかった。ただ、ホームページによ
り、学校の様子を把握している委員の方もお
り、さらなるホームページを努める。

●夏休みわくわくスクールはコロナ対策を
し、６０講座実施することができた。外部人材
を活用した授業「ツボミスクール」も全保護者
対象で実施することができた。

●洗足池公園の観察、「町探検」、工場見学
（富士工業様）、稲の授業（風致協会様）等
地域と連携した授業が多く見られた。改築工
事関係業者（東急建設様）と連携した講座も
開設し、好評であった。「コロナ」が収束した
ら、敬老会、保育園等の人的交流を再開し
たい。
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○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。


